
第52回 サイエンスカフェえひめ

愛媛県のザトウムシの地理的分化と
イヨグモの話

②

  令和8年

10月29日（木）
      19：00～20：30

愛媛大学 松山市文京町3番
            E.U. Regional Commons
 （ひめテラス）3階

自然に関心がある方30人

参加費：300円、高校生以下200円
 

会 場

日 時

対 象

◆話題提供 鶴崎 展巨 さん

森の動物であるザトウムシ（クモガタ類）は移動力が乏
しく地理的変異がめだつ動物です。多くの種で地理的
分化がみられますが、そのうち愛媛県で染色体*の数が
地理的に変わるアカサビザトウムシとイラカザトウムシ
についてお話します（みなさんにお馴染の地名がたくさ
ん出てくるはずです）。また、最後に、伊予の名を冠する
希少グモであるイヨグモが古文書からたくさん出てきた
という話もご紹介します。
*染色体とは、DNAにヒストンというタンパク質がくっついたもので、
細胞が分裂するときにだけ現れる構造物です。

【お申し込み】 お名前、住所（市町まで）を

下記e-mailアドレスにお知らせください。

■ＮＰＯ法人森からつづく道

  e-mail：info@morimichi.org
※当日参加OKですが、準備の都合上、申込にご協力ください。

※個人情報は適正に管理し、当事業関係の連絡にのみ使用します。

【主 催】 ＮＰＯ法人森からつづく道 【後 援】 愛媛大学ミュージアム 

【写真】①アカサビザトウムシ  (高縄山) ②イラカ
ザトウムシ (橡尾山) ③イヨグモ

鳥取大学名誉教授。松山市生
まれ。愛媛大学附属中在学中
にクモ、松山東高在学中にザト
ウムシを調べ始める。広島大
学理学部を経て北大大学院で
理学博士。専門は主にザトウ
ムシ類の分類、生態、染色体、
地理的分化と種分化だが、植
食性テントウムシの染色体や
鳥取砂丘のハンミョウやアリジ
ゴクの生態なども研究した。

日本土壌動物学会学会賞、日本動物分類学会学会賞、
染色体学会学会賞を受賞。鳥取大学附属中学校校長、
日本蜘蛛学会会長、日本生物分類学会連合代表など
を務めた。著者に「Harvestmen. The Biology of
Opiliones（分担執筆）」、「Pictorial Keys to Soil
Animals of China（分担執筆）」、「ザトウムシ」、
「一寸の虫にも魅惑のトリビア」など。
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